新たなPPP/PFI制度を活用した

阪神都市圏高速道路等の一体的運営に関する提案
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１　阪神都市圏の高速道路等における課題（別紙１）
(１)　複数の運営主体と料金体系が混在

阪神都市圏の高速道路ネットワークは、複数の事業主体（西日本高速道路㈱・阪神高速道路㈱・各地方道路公社等）が管理・運営し、同じ事業主体内でも、複数の料金体系が混在している。このため、非常に複雑でわかりにくく、異なる事業主体間を乗り継いだ場合には割高となるなど、利用者にとって「利用しにくい」料金体系となっている。

(２)　「ミッシングリンク」の存在

阪神都市圏の高速道路には「ミッシングリンク（高速道路の不連続区間）」が存在し、既存の高速道路ネットワークが有効に機能せず、地域が持つ魅力や経済活力等のポテンシャルが十分活かしきれていないことから、ミッシングリンクの早期整備が必要である。しかしながら、ミッシングリンクの整備には１兆円規模の事業費が必要となり、国や地方自治体の厳しい財政状況等を鑑みると、従来の事業スキームでは新たな高速道路整備が困難な状況にある。
２　課題解決に向けた新たな提案（別紙２）
　　～新たなＰＰＰ／ＰＦＩ制度を活用した

　　　　　  　　　　阪神都市圏高速道路等の一体的な運営～

上記の課題解決のためには、阪神都市圏の高速道路等を一体的に運営しながら、料金体系の一元化や地域経営による都市圏高速道路等の整備・維持管理を行える新たな枠組みの構築が必要である。

この枠組みの構築にあたっては、今後の高速道路等の運営を効率的・効果的に進めることができるよう民間資金や民間ノウハウを最大限に活用することが重要となる。

このため、利用者にとってより利用しやすい料金体系とネットワークの構築に向けて、


①　阪神都市圏の高速道路等の一体的な管理・運営

②　「ミッシングリンク（高速道路の不連続区間）※」の早期整備

を目指す、新たなPPP/PFI制度を活用した提案（下記「提案概要」参照）を行っており、この実現に向け、国や地方自治体、関係機関等が一体となって、具体的な検討を進めるよう要請する。
※「ミッシングリンク」
淀川左岸線延伸部・名神湾岸連絡線・大阪湾岸道路西伸部・播磨臨海地域道路

(１)　「競争的コンセッション方式」の導入
高速道路運営のノウハウを有する民間事業者に事業権を付与し、阪神都市圏の高速道路等を一体的に管理・運営するとともに、現在の高速道路債務の着実な償還を前提として、料金収入や新たな事業展開による収益を原資に、ミッシングリンクの早期整備を行う、「競争的コンセッション方式」を導入する。
(２)　期待される効果と実現に向けた検討事項等
競争的コンセッション方式の導入により競争原理が働き、徹底した事業コスト削減やSA・PA等を活用した新たな事業展開等による収益増加が期待される。
この競争的コンセッション方式の導入あたっては、関係自治体の意見が反映できる仕組みを構築した上で、以下のような道路関係法令上の課題について整理・検討する必要がある。

①高速道路会社や地方道路公社が行うこととなっている高速道路の運営に、民間事業者も参入できる仕組みの構築

②新たな運営主体が、エリア内の高速道路施設を一体的に運営できる仕組みと将来的に高速道路を健全に維持していく仕組みの構築

③現行の料金徴収期間(現行法では平成62年度まで)の制限緩和(延長)
④一定の制限のもと、民間事業者の裁量による柔軟な料金設定が可能な制度の構築

⑤道路空間を収益事業に活用するための占用条件の緩和
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提案概要





※ ＰＰＰ：Public Private Partnership（官民連携）


ＰＦＩ：Private Finance Initiative（民間資金活用）


※ コンセッション方式：民間事業者に所有権を移転せず、インフラの事業運営に関する権利(事業権)を長期にわたって付与するPPP/PFI事業の方式








